
地域においても、
「防災リーダー」の
育成を求める声が！

※平成30年度
「徳島県地震・津波県民意識調査」

■ 本県における課題
◎ 上記自然災害への対応
◎ 人口減少に伴う防災人材の不足 など・・・
⇒特に、「南海トラフ巨大地震」のような大規模広域災害では、
行政自身も被災により機能が麻痺してしまう恐れがあるため、
「公助」には限界がある・・・

➣ 地域コミュニティによる「自助」「共助」が重要！
➣ さらに、地域・組織における防災力を向上させるため、
防災に必要な知識や技術を持ち、平常時には防災意識の
普及啓発や訓練指導を行い、災害時には近隣住民の先頭
に立って防災活動を行う「防災リーダー」の育成が必要不可欠！

自治体

の紹介

現状の

課題

■ 徳島県の自然（地勢）
◎ わが国の自然（地勢）の特徴は、

「山・川・海が、変化に富んでいる」
⇒本県の自然は、
それらが県土の中に全て凝縮されている

剣山 吉野川 美波町
大浜海岸

災害リスクに
ついては・・・

◎ 近年の頻発・激甚化する大雨及び台風常襲地帯であることによる
「水害」「土砂災害」

◎ 切迫する「南海トラフ巨大地震」

◎ 日本最大級の活断層である「中央構造線断層帯」による地震
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・
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■ プログラム概要

◎東日本大震災の教訓を踏まえ、迅速な状況把握のもとに
適切な判断・意思決定を行い、防災・減災・復興対応や組織・地域再生
においてリーダーシップを発揮できる「防災リーダー」を養成する取組

◎修了者には、「災害・危機管理マネージャー」を付与
災害や危機管理に関する知識の享受、助言、情報提供等を行うことが
認められる民間資格

「四国防災・危機管理プログラム」
➣ 香川大学・徳島大学が連携して実施するプログラム
➣ 香川県・徳島県もプログラムに協力＝官学連携

「防災人材」育成を推進！

■ 地域における「防災人材」へ

◎修了生は、

行政、企業、医療、学校の各分野において、

職場や地域における防災・減災・危機管理のリーダーとして活躍中！

「防災リーダー」
を養成！

事業の
目的



➣ 県民の「四国防災・危機管理プログラム」受講費用の一部を補助
➣ 「災害・危機対応マネージャー」の資格取得を支援

➣ 地域や職場等における防災リーダーを育成し、自助・共助の力が向上
➣ 学官連携事業に、企業の皆様からスポンサーとして企業版ふるさと納税

による寄附に御協力頂くことで、産学官連携の新たな取組を創造！

産学官が連携し、大規模災害時の
「死者ゼロ」を強力に推進

■ 企業様に求めるもの
◎ 防災人災育成に向けた経済支援
（四国防災・危機管理プログラムの一部補助に活用）

【連絡先】

担当：徳島県危機管理環境部とくしまゼロ作戦課事前復興室 熊村 TEL：088-621-2699 Mail：tokushimazerosakusenka@pref.tokushima.jp

■ 企業様のメリット
◎ 企業版ふるさと納税を活用した事業で、税負担が軽減
◎ 防災に関して積極的な取組を行う企業としてＰＲが可能
◎ 公式ＨＰでのご紹介による、徳島県内での知名度向上
◎ 寄附を通じた「防災人材」育成への参画、地域貢献
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